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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅱ保健・医療・福祉の充実 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

国民健康保険療養給付費は、被保険者数の減少

に伴い年々減少している一方、一人当たりの給付

費は、高齢化や医療技術の高度化に伴い増加して

います。少子高齢化が急速に進んでおり、現行の

医療保険制度を将来にわたり維持することができ

なくなる恐れが指摘されています。 

このため、医療費の適正化を図ることを目的と

して、現在服薬している新薬（先発医薬品）をジ

ェネリック医薬品（後発医薬品）に切り替えた場

合の差額の通知や、市ホームページへの掲載及び

窓口へのチラシの設置及び医療機関との連携によ

り、ジェネリック医薬品への切り替えを啓発して

いきます。 

ジェネリック医薬品の普及は、医療の質を保ち

つつ被保険者負担の軽減や医療費の適正化を図る

ことができるため、ジェネリック医薬品の利用率

59.4％（金額シェアベース）を目標として事業を

実施していきます。 

施策の目標 
３誰もが生きがいを持てる

まちづくりを進める 

施策 
３生活の自立支援・社会保

障 

施策内容 社会保障制度の適切な運営 

その他、根拠法令 

及び分野別計画等 
国民健康保険法 

事務事業名 医療費適正化 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ７活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ７目標値 Ｒ８目標値 

Ｒ７実績値 Ｒ９目標値 

ジェネリック医薬品 

差額通知 

（Ｒ７・８・９） 

国民健康保険被保険者のうち、新薬からジェネリック医薬

品へ切り替えることにより、一定額の医療費の削減が見込

まれる方へ通知をし、切り替えを促します。 
通知者数（人） 

400 400 500 

千円 
275 
千円 387 400 

市ホームページへのジェネリック

医薬品使用に係る啓発記事の掲載 

（Ｒ７） 

ジェネリック医薬品についての説明や積

極的使用を呼びかける内容の記事を掲載

し、利用を促進します。 

 
- -  

千円 
 

千円 - - 

チラシによるジェネリ

ック医薬品使用の啓発 

（Ｒ７） 

ジェネリック医薬品についての説明や積

極的使用を呼びかける内容のチラシを配

布し利用を促進します。 

 
- -  

千円 
 

千円 - - 

市内医療機関との連携 

（Ｒ７・８・９） 

差額通知を送付したことを医療機関へお

知らせした上で、ジェネリック医薬品使

用の協力依頼をします。 

医療機関への 

通知回数（回） 

1 1  
千円 

 
千円 1 1 

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

   
   

千円 
 

千円   

 

④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ７実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

ジェネリック医薬品利用率

（金額シェアベース） 
 59.4％ 67.0％ 

昨年度の反省点を踏まえ、昨年度より早く

差額通知を発送した成果もあり、目標値を超

えた利用率を達成することができました。 

 また、市内の薬局と連携を図り、服薬などに

ついて、被保険者の方からの相談に対して専

門的知識を有した薬剤師より助言や指導を行

っていただきました。 

☐コスト ☒活動 ☒成果 ☒その他 

今後の方向性 

   
国（厚生労働省）が掲げている目標（2029年

度末までにジェネリックの利用率 65％(金額

シェアベース)以上）を達成しましたが、次年

度以降も数値を延ばせるよう、次年度は年度

中旬での差額通知発送を目標に事業を進めて

行きます。引き続き事業を実施していきます。 

   

   

   

 


